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　ここで，大気透過率は，大気の透明度の指標で，図9－2のように太陽が天頂にある時の地表に到

達する直連日射の割合［ JD JO ］を表す。また，0＜P ＜1の値をとり，値が高ければ，直連日射は

強くなり，逆に天空日射は弱くなるという関係になる。

　水平面において直連日射と天空日射を併せて測定したものは（水平面）全天日射量 JH と呼ばれ，

気象台等で測定されている日射量は一般にこの値である。

JH = JD ⋅ sinh+ JS （3）

　壁・窓など鉛直面に入射する日射量 JV については，天空の半分が面で隠れることから，太陽およ

び面の方位角（ A ， AV ）を用いて，次式で表される。

JV = JD ⋅ cosh⋅ cos A − AV( ) +
JS

2
（4）

　なお，こうして求めた日射量は，あくまで晴天時を想定した計算値であり，実際には，曇りや雨の

日，大気中の塵の多少などによって大きく変動する。

４．各方位に入射する日射量を求めてみよう

１）法線面直達日射量を計算する（式（1）を参照のこと）。

２）水平面天空日射量を計算する（式（2）を参照のこと）。

３）水平面全天日射量を計算する（式（3）を参照のこと）。

４）南，東，西面垂直日射量を計算する（式（4）を参照のこと）。

注）東面では午後から，西面では午前中は，直達日射は当たらず，天空日射のみしか当たらない

ことに注意すること。

《例題》

　前回の演習で求めた，夏至の日（６月21日（元旦起算通し172日目）ならびに冬至の日（12月22

日（元旦起算通し346日目）の熊本（32°49′）の太陽高度と太陽方位角を用いて，それぞれの日の

水平面全天日射量，南面の壁が受ける日射量，東面の壁が受ける全天日射量の１日の変化をグラフに

描け。ただし，大気透過率は，夏至では0.6，冬至では0.75とする。

参考：http://www.pu-kumamoto.ac.jp/̃m-tsuji/kougi.html/ennsyu.html/sysennsyu.html

質問は，環境共生学部棟（生活科学部棟）旧棟４階の平川助手室まで

（電話：096-383-2929（内線481），E-mail：hirakawa@pu-kumamoto.ac.jp）


